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俳 
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藤
原
町 

斎
藤
雄
次
郎

花
の
雲
余
生
は
妻
の
た
な
ご
こ
ろ

 

城
西 

榊
原
し
ず
か

身
動
き
の
で
き
ぬ
近
さ
の
初
音
か
な

 

須
加 

原
　
智
郁
子

恋
猫
や
二
泊
三
日
の
旅
を
終
へ

 

矢
場 

高
田
み
つ
子

木
蓮
は
白
が
好
き
よ
と
妣
の
声

 

富
士
見
町 

江
利
川
敏
夫

終
活
の
思
い
飲
み
込
む
花
見
酒

 

持
田 

二
瓶
　
弘
子

の
ど
け
し
や
鍵
な
き
村
は
夫
の
里

 

富
士
見
町 

鈴
木
ス
イ
子

大
過
な
く
平
成
果
つ
や
忍
の
春

 

桜
町 

内
田
　
杏
子

円
墳
の
天
辺
あ
た
り
花
の
雲

 

荒
木 

手
島
　
一
海

花
み
づ
き
「
令
和
」
を
歩
む
嬰
ふ
た
り

○ 
俳
句
応
募
方
法　
一
人
３
句
以
内
。
毎
月
５
日
ま
で
に
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電

話
番
号
を
明
記
の
上
、
は
が
き
・
封
書
で
広
報
広
聴
課
。
な
お
、
一
部
添
削
し
て
掲
載
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
不
要
で
あ
れ
ば
「
添
削
不
要
」
と
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

 

忍 

大
澤
　
由
子

待
ち
に
待
つ
土
筆
の
顔
の
覗
く
か
な

 

荒
木 

藤
田
　
栄
之

花
冷
の
郵
便
受
け
に
あ
る
絆

 

富
士
見
町 

森
　
　
節
子

春
風
や
土
手
の
草
撫
で
水
面
撫
で

 

谷
郷 

馬
場
　
　
勇

老
体
に
ム
チ
打
ち
な
が
ら
咲
く
桜

 

持
田 

小
倉
　
繁
三

草
青
む
死
ぬ
ま
で
自
足
ス
ク
ワ
ッ
ト

 

須
加 

長
谷
　
　
恒

は
や
八
年
御
霊
を
探
せ
花
筏

 

矢
場 

鈴
木
か
づ
の

絡
み
つ
く
そ
ば
屋
の
暖
簾
春
疾
風

 

樋
上 

吉
澤
と
し
子

畑
仕
事
寸
暇
の
恵
み
春
の
雨

 

（
三
沢
　
一
水
　
選
）

私
の
作
品

▼
日
時
　
6
月
4
日
㈫
午
前
9
時　

▼
場
所
　
郷
土
博
物
館
玄
関
前　
▼

配
布
す
る
菊
苗
　
厚
物
、
管
物
な
ど

約
3
千
本　

▼
問
　
商
工
観
光
課

（
内
線
３
８
２
）

イ
ベ
ン
ト

市
の
花
・
菊
苗
の
無
料
配
布

▼
日
時
　
６
月
１
日
㈯
午
前
９
時
〜

10
時
ご
ろ
（
午
前
８
時
45
分
集
合
）

※
雨
天
中
止　
▼
集
合
場
所
　
古
代

蓮
会
館
南
側
芝
生
広
場　

▼
内
容
　

古
代
蓮
の
里
を
愛
着
の
あ
る
公
園
に

す
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活

動
を
行
う
。　
▼
持
ち
物
　
清
掃
用

古
代
蓮
の
里
の
清
掃
活
動

の
手
袋
、
ご
み
袋　
▼
そ
の
他
　
清

掃
活
動
を
中
止
す
る
場
合
は
前
日
に

判
断
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び

市
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
周
知
し
ま

す
。　

▼
問
　
同
委
員
会
事
務
局

（
管
理
課
内
・
内
線
５
７
０
３
、
都

市
計
画
課
内
・
内
線
５
６
０
４
）

▼
日
時
　
５
月
24
日
㈮
午
前
10
時
〜

11
時
※
雨
天
中
止　

▼
集
合
場
所
　

大
長
寺
忍
川
側
あ
ず
ま
や
付
近　
▼

内
容
　
栄
橋
か
ら
旭
橋
ま
で
６
０
０

メ
ー
ト
ル
の
間
の
ご
み
を
拾
い
、
環

境
美
化
活
動
を
行
う
。　
▼
そ
の
他
　

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
、
長
靴
、
運
動

靴
な
ど
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
軍

手
、
タ
オ
ル
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
配
布

し
ま
す
。　
▼
問
　
行
田
市
民
大
学

同
窓
会
忍
川
環
境
を
見
守
る
会
小
林

☎
０
８
０
―
１
０
９
５
―
３
７
６
４

　
生
活
環
境
の
美
化
を
図
る
た
め
、

全
市
民
参
加
の
市
内
一
斉
清
掃
（
ご

み
ゼ
ロ
運
動
）
を
行
い
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
日
時
　
５
月
19
日
㈰
午
前
８
時
〜

忍
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

ご
み
ゼ
ロ
運
動
を

実
施
し
ま
す

10
時
※
悪
天
候
の
場
合
は
26
日
㈰　

▼
そ
の
他
　
悪
天
候
な
ど
に
よ
り
中

止
す
る
場
合
は
午
前
６
時
30
分
に
防

災
行
政
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　

▼
問
　
環
境
課
環
境
業
務
担
当
☎

５
５
６
―
９
５
３
０

▼
期
日
　
６
月
２
日
㈰
※
雨
天
決
行　

▼
集
合
場
所
　
行
田
市
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
駐
車
場　
▼
内
容
　
山
梨
県
の

昇
仙
峡
ま
で
バ
ス
で
移
動
し
、
昇
仙

峡
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
専
用
コ
ー
ス
を

楽
し
む
。　
▼
対
象
　
市
内
在
住
・

在
勤
で
小
学
生
以
上
の
方
※
小
・
中

学
生
は
保
護
者
ま
た
は
成
人
の
責

任
者
同
伴
の
こ
と　

▼
定
員
　
80

人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費
　
２
千

円
（
保
険
料
を
含
む
）　
▼
そ
の
他
　

コ
ー
ス
や
持
ち
物
な
ど
の
詳
細
は
、

申
し
込
み
時
に
説
明
し
ま
す
。　
▼

申
　
５
月
19
日
㈰
午
前
10
時
〜
正
午

に
産
業
文
化
会
館
２
階
（
代
表
者
１

昇
仙
峡
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

人
に
つ
き
４
人
ま
で
）
※
電
話
で
の

申
し
込
み
不
可　
▼
問
　
行
田
市
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
事
務
局

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）
☎
５
５
６

―
８
３
３
６

▼
日
時
　
６
月
９
日
㈰
午
前
７
時
集

合　

▼
集
合
場
所
　
行
田
市
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
駐
車
場　
▼
行
程
　
龍

頭
の
滝
〜
戦
場
ヶ
原
〜
湯
滝
〜
湯
元

温
泉　

▼
歩
行
時
間
　
約
３
時
間　

▼
参
加
費
　
４
千
円
（
交
通
費
な

ど
）　

▼
募
集
人
数
　
30
人
（
先
着

順
）　

▼
服
装
　
長
ズ
ボ
ン
、
長
袖

シ
ャ
ツ
、
帽
子
、
登
山
靴
、
リ
ュ
ッ

ク
サ
ッ
ク
な
ど
歩
き
や
す
い
服
装　

▼
持
ち
物
　
弁
当
、
飲
み
物
、
雨

具
、
靴
下
、
下
着
な
ど　
▼
申
　
参

加
費
を
添
え
て
５
月
26
日
㈰
午
前
10

時
〜
10
時
30
分
に
中
央
公
民
館
創
作

室　
▼
問
　
行
田
山
の
会
河
田
宅
☎

５
５
４
―
３
４
５
０

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

初
夏
の
戦
場
ヶ
原

　「市報ぎょうだ」のために撮影された写真を中心に、本市の歴史を
振り返ります。

▶ 期    間　6月1日㈯～
23日㈰※月曜日休館

▶ 開館時間　午前9時～午
後4時30分（入館は午後
４時まで）

▶ 場    所　郷土博物館企
画展示室

▶ 入 館 料　【大人】200円　
【大学生・高校生】100円　
【小・中学生】50円　
　※団体割引あり
▶ 問い合わせ　同館☎554―
5911

市制施行70周年記念
「市報にみる行田の歴史」

昭和35年7月　夏祭り

５
５
４
―
３
４
５
０

※このコーナーで紹介する会社を募集しています。
　特色ある業務を行っている会社の情報を広報広聴課広報広聴担当（内線318）までお寄せください。

会社プロフィール

代表取締役　多田 弘
【事業内容】 着物の販売、レンタルおよ
び写真撮影
【所在地】 行田20―14（十万石本店隣）

　
大
正
15
年
11
月
の
創
業
以
来
、
本
当
に
良

い
も
の
だ
け
に
こ
だ
わ
り
、
た
く
さ
ん
の
人

生
の
節
目
で
の
喜
び
に
携
わ
っ
て
き
た
の
が

今
回
紹
介
す
る
振
袖
専
門
店
ふ
じ
や
呉
服
店

（
有
限
会
社
フ
ジ
ヤ
）
で
す
。

　
現
在
、
代
表
取
締
役
を
務
め
る
多
田
弘
さ

ん
の
父
で
あ
る
先
代
が
桜
町
地
内
に
店
を
構

え
て
い
た
頃
は
、
呉
服
だ
け
で
な
く
洋
服
か

ら
下
着
ま
で
取
り
扱
う
総
合
衣
料
品
店
で
し

た
が
、
昭
和
41
年
に
現
在
の
店
舗
に
移
転
し

た
こ
と
を
機
に
振
袖
専
門
の
事
業
形
態
へ
変

更
し
、
記
念
撮
影
ま
で
担
う
成
人
式
の
ト
ー

タ
ル
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
で
は

毎
年
、
市
内
外
の
２
０
０
人
前
後
の
新
成
人

が
同
社
の
晴
れ
着
で
人
生
の
節
目
を
祝
っ
て

い
る
と
の
こ
と
。
ま
た
、
平
成
27
年
に
は
同

社
の
新
成
人
を
持
つ
母
親
向
け
の
色
無
地
レ

ン
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
事
業
が
埼
玉
県
経
営
革
新

計
画
と
し
て
承
認
さ
れ
た
他
、
振
袖
購
入
者

に
は
卒
業
式
時
に
無
料
の
袴
レ
ン
タ
ル
を

行
っ
て
お
り
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　
多
田
さ
ん
は
「
呉
服
店
と
し
て
『
和
装
文

化
の
足
元
を
支
え
続
け
る
足
袋
蔵
の
ま
ち
行

田
』
が
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
は
本

当
に
良
か
っ
た
で
す
。
せ
っ
か
く
、
忍
城
な

ど
〝
イ
ン
ス
タ
映
え
〞
す
る
ス
ポ
ッ
ト
が
た

く
さ
ん
あ
る
の
で
、
当
店
の
晴
れ
着
を
レ
ン

タ
ル
し
て
多
く
の
人
に
お
出
掛
け
し
て
も
ら

い
、
行
田
の
賑
わ
い
に
貢
献
で
き
た
ら
と
考

え
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
多
田
さ
ん
の
妻
で
振
袖
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
活
躍
す
る
麻
子
さ
ん
は
「
こ
の
仕
事

を
通
じ
、
成
人
式
や
卒
業
式
で
子
ど
も
の
成

長
を
喜
ぶ
両
親
や
祖
父
母
の
姿
、
親
や
家
族

へ
感
謝
す
る
子
供
た
ち
を
た
く
さ
ん
見
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
本
当
に
幸
せ
で
す
。
ま

た
、
成
人
式
の
日
な
ど
に
時
間
に
追
わ
れ
汗

だ
く
に
な
っ
て
着
付
け
を
行
っ
て
い
る
と
、

私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
の
こ
と
を
気
遣
っ
て
優
し

い
言
葉
を
掛
け
て
く
れ
る
新
成
人
が
多
い
こ

と
に
毎
年
感
動
し
て
い
ま
す
」
と
ほ
ほ
笑
み

ま
す
。

　
晴
れ
の
日
の
最
高
の
笑
顔
の
た
め
、
こ
れ

か
ら
も
ず
っ
と
、
同
社
は
家
族
同
士
の
気
持

ち
を
つ
な
ぐ
お
手
伝
い
を
続
け
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。

振袖専門店 ふじや呉服店
（有限会社フジヤ）

一生に一度の晴れの日に、家族同士の感謝の気持ちをつなぐお手伝い


